






要約:低出生体重児 16 例 (5 歳～13 歳)に WISC-R(WPPSI)と K-ABC を実施した結果、個人

内の発達差として、言語性 IQが動作性 IQ にくらべ高いこと、継次情報処理得点が同時情

報処理得点より高い傾向にあることが示された。

 高次機能上の問題としては、視覚認知障害、視覚－運動障害、数概念の発達障害が高頻

度に見られた。視覚認知障害は、学童期に入っても、複数の絵の連なりから話しの流れを

抽出することが出来ず、複数の視覚刺激を同時的に統合することの困難が示峻された。数

概念の発達障害は、量の情報を視空間情報に置き換えることの困難が背景にあることが示

唆された。また数概念の発達障害はパターン認知障害と視空間認知障害が合併したとき最

も重篤となる可能性が示唆された。


